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共同所有と共同訴訟について

一
　
問
題
の
所
在

　
わ
が
民
事
訴
訟
法
は
、
複
数
の
利
害
関
係
人
が
当
事
者
と
な
っ
て
、
当
初
か
ら
ひ
と
つ
の
訴
訟
手
続
き
に
関
与
す
る
場
合
と
し
て
、
第

五
九
条
以
下
に
お
い
て
、
共
同
訴
訟
に
関
す
る
手
続
き
を
定
め
て
い
る
。

　
こ
の
共
同
訴
訟
に
は
、
必
要
的
共
同
訴
訟
、
お
よ
び
通
常
共
同
訴
訟
が
あ
る
。
前
者
は
、
一
般
に
、
訴
訟
の
目
的
で
あ
る
権
利
ま
た
は

法
律
関
係
に
つ
い
て
の
判
決
の
内
容
が
、
各
共
同
訴
訟
人
に
つ
い
て
法
律
上
別
々
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る

（
第
六
二
条
）
。
後
者
は
、
合
一
確
定
が
法
律
上
強
制
さ
れ
な
い
結
果
と
し
て
、
判
決
が
各
当
事
者
に
よ
っ
て
異
な
る
内
容
と
な
る
可
能
性
を
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有
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
訴
訟
形
態
で
あ
る
ど
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
ま
た
、
必
要
的
共
同
訴
訟
の
な
か
に
も
、
以
下
の
二
つ
の

種
類
の
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
一
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
紛
争
に
関
す
る
利
害
関
係
人
の
す
べ
て
が
共
同

し
て
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
当
事
者
適
格
を
与
え
ら
れ
な
い
た
め
、
利
害
関
係
人
が
共
同
し
て
原
告
ま
た
は
被
告
と
な
る
こ
と
が
本
案

判
決
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
訴
訟
形
態
で
あ
る
。
第
二
は
、
類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
利
害
関
係
人
が
単

独
で
訴
え
た
り
訴
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
複
数
の
者
が
訴
え
ま
た
は
訴
え
ら
れ
、
同
一
訴
訟
手
続
き
で
審
理
さ
れ
、
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
下
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
が
合
一
的
に
確
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　
あ
る
紛
争
が
、
通
常
共
同
訴
訟
手
続
き
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
必
要
的
共
同
訴
訟
、
特
に
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
手

続
き
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
五
九
条
お
よ
び
第
六
二
条
が
問
題
と
な
る
。
第
五
九
条
は
、

あ
る
事
件
が
通
常
共
同
訴
訟
の
手
続
き
に
よ
っ
て
審
理
さ
れ
る
べ
き
場
合
の
一
般
的
要
件
と
し
て
、
「
訴
訟
ノ
目
的
タ
ル
権
利
又
ハ
義
務

力
数
人
二
付
共
通
ナ
ル
ト
キ
又
ハ
同
一
ノ
事
実
上
及
法
律
上
ノ
原
因
二
基
ク
ト
キ
」
お
よ
び
、
「
訴
訟
ノ
目
的
タ
ル
権
利
又
ハ
義
務
力
同

種
ニ
シ
テ
事
実
上
及
法
律
上
同
種
ノ
原
因
二
基
ク
ト
キ
」
を
挙
げ
る
。
他
方
、
第
六
二
条
は
、
事
件
が
必
要
的
共
同
訴
訟
と
さ
れ
る
場
合

の
要
伴
と
し
て
、
「
訴
訟
ノ
目
的
力
共
同
訴
訟
人
ノ
全
員
二
付
合
一
ニ
ノ
ミ
確
定
ス
ヘ
キ
場
合
」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
具

体
的
に
と
の
よ
う
な
場
合
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
の
み
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
複
数
の
者
が
、
あ
る
ひ
と
つ
の
物
を
所
有
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
紛
争
が
生
じ
る
場
合
に
、
と
り
わ
け
問

題
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
共
有
者
が
原
告
と
な
っ
て
、
そ
の
物
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
第
三

者
に
対
し
て
そ
の
物
の
引
渡
し
を
求
め
る
場
合
、
そ
の
物
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
第
三
者
に
対
し
て
そ
の
移
転

登
記
ま
た
は
不
正
登
記
の
抹
消
登
記
を
求
め
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
共
有
者
が
被
告
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
訴
え
を
受
け
る

場
合
が
あ
る
。
第
三
に
、
共
有
者
間
に
お
い
て
、
訴
訟
が
遂
行
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
場
合
を
通
常
共
同
訴
訟
と
と
し
て
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

り
扱
う
べ
き
か
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
見
解
が
錯
綜
し
て
い
る
。
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こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
共
同
所
有
と
い
う
権
利
形
態
の
具
体
的
な
性
質
や
、
紛
争
の
特
質
な
ど
を
考
慮
す

る
必
要
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
の
背
後
に
は
、
わ
が
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
共
同
訴
訟
手

続
き
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
認
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
、
共
同
訴
訟
制
度
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
姿
勢
に
関
す
る
見
解
の

対
立
が
潜
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
紛
争
は
利
害
関
係
人
の
間
に
お
い
て
一
挙
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
統
一
的
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
裁
判
所
お
よ
び
一
般
国
民
の
利
益
を
考
え
て
も
、
審
理
の
重
複
は
で
き
る
だ
け
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
い
う

点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
範
囲
は
広
く
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
他
面
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に

は
、
訴
訟
上
の
各
当
事
者
は
、
他
の
当
事
者
の
行
為
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
当
事
者
と
な
る
べ
き
者
が
一
人
で
も
欠

け
る
と
き
に
は
、
訴
え
が
不
適
法
と
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
各
当
事
者
が
、
原
則
と
し
て
他
の
当
事
者
の
行
為

の
影
響
を
受
け
ず
に
、
自
由
に
訴
訟
追
行
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
と
き
に
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
べ

き
範
囲
は
こ
れ
に
応
じ
て
狭
く
な
り
、
共
同
し
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
も
、
こ
れ
は
通
常
共
同
訴
訟
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の
反
面
と
し
て
、
紛
争
の
統
一
的
・
一
挙
抜
本
的
解
決
が
は
か
れ
な
い
お
そ

れ
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
、
ど
ち
ら
の
要
素
を
よ
り
重
視
す
る
か
と
い
う
考
慮
が
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
し
て
、
判
決
に
よ

る
合
一
的
な
確
定
を
要
す
る
と
す
る
紛
争
を
ど
の
範
囲
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
認
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
連

　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
は
、
こ
の
共
同
訴
訟
に
お
け
る
基
本
的
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
共
同
所
有

に
関
す
る
訴
訟
形
態
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
共
同
所
有
に
関
し
て
最
も
問
題
と
な
る
場
合
の
多

い
、
共
同
所
有
を
主
張
す
る
者
が
原
告
と
な
っ
て
、
第
三
者
に
対
し
て
訴
訟
を
遂
行
す
る
場
合
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

同
所
有
形
態
の
実
体
法
に
お
け
る
伝
統
的
な
分
類
に
よ
れ
ば
、
広
義
の
共
有
に
は
総
有
、
合
有
お
よ
び
狭
義
の
共
有
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
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本
稿
で
は
基
本
的
に
は
狭
義
の
共
有
を
中
心
と
し
て
と
り
扱
う
。

　
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
判
例
の
傾
向
を
概
観
し
、
次
に
学
説
の
動
向
を
み
た
う
え
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ば
、
中
野
貞
一
郎
ほ
か
『
民
事
訴
訟
法
講
義
』
五
七
五
頁
以
下
〔
井
上
治
典
〕
（
有
斐
閣
、
第
三
版
、
平
七
）
、
新
堂
幸
司
『
民
事
訴
訟

　
　
法
」
四
七
〇
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
第
二
版
補
正
版
、
平
二
）
、
三
ヶ
月
章
『
民
事
訴
訟
法
」
二
五
五
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
第
三
版
、
平
四
）
な
ど
参
照
。

　
（
2
）
　
高
橋
宏
志
「
必
要
的
共
同
訴
訟
論
の
試
み
（
三
・
完
）
」
法
学
協
会
雑
誌
九
二
巻
一
〇
号
一
二
八
二
頁
は
、
「
共
有
関
係
の
訴
訟
に
お
い
て
、
学

　
　
説
・
判
例
の
紛
糾
は
そ
の
極
に
達
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
」
と
す
る
。

　
（
3
）
　
こ
の
点
を
特
に
強
調
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
小
島
武
司
「
共
同
所
有
と
訴
訟
共
同
の
要
否
」
小
山
昇
ほ
か
編
『
演
習
民
事
訴
訟
法
（
新
演
習

　
　
法
律
学
講
座
二
一
）
」
六
八
六
頁
以
下
（
青
林
書
院
、
昭
六
二
）
な
ど
。

　
（
4
）
　
た
と
え
ば
、
我
妻
栄
（
有
泉
亨
補
訂
）
『
物
椹
法
（
民
法
講
義
二
）
』
二
〇
九
頁
以
下
（
岩
波
書
店
、
新
訂
版
、
昭
五
八
）
参
照
。

64

二
　
判
例
の
傾
向

狭
義
の
共
有
に
つ
い
て
、
共
同
所
有
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
者
が
原
告
と
な
っ
て
、
第
三
者
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
つ

い
て
の
訴
訟
形
態
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
か
、
そ
れ
と
も
通
常
共
同
訴
訟
か
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
主
要
な
判
例
と
し
て
は
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
各
訴
訟
形
態
ご
と
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

［
　
共
有
物
の
所
有
権
確
認
請
求

　
判
例
は
、
一
般
に
、
共
同
所
有
関
係
に
関
す
る
紛
争
を
、
共
有
者
全
員
が
共
同
し
て
有
す
る
不
可
分
か
つ
一
個
の
所
有
権
で
あ
る
、
共

有
権
な
い
し
は
共
有
関
係
に
関
す
る
も
の
と
、
そ
の
ひ
と
つ
の
所
有
権
が
分
量
的
に
分
割
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
、
持
分
権
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に
関
す
る
も
の
と
の
二
つ
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
共
有
者
が
共
有
権
そ
の
も
の
を
根
拠
と
す
る
場
合
と
、
持
分
権

を
根
拠
と
す
る
場
合
を
区
別
し
て
扱
う
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
共
同
所
有
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
複
数
の
者
が
、
共
同
し
て
、
ひ
と
つ
の
物
の
所
有
権
と
し
て
の
共
有
権
の
確
認
を
求
め
る

訴
え
を
提
起
す
る
場
合
を
考
え
る
。
判
例
は
、
そ
の
訴
訟
は
、
共
有
者
全
員
が
は
じ
め
か
ら
原
告
と
な
る
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
判
大
正
五
年
六
月
一
三
日
は
、
共
有
者
の
う
ち
の
一
部
の
者
が
、
第
三
者
に
対
し

て
立
木
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
の
に
対
し
、
「
共
有
物
ノ
所
有
権
ハ
総
共
有
者
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
其
確
認
ノ
訴
ヲ
提
起
ス
ル
ニ
ハ
共

有
者
全
員
二
於
テ
ス
ル
ヲ
要
シ
各
共
有
者
ハ
単
独
二
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
」
と
し
て
訴
え
を
却
下
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
れ
に
対
し
、
共
有
者
が
持
分
権
を
主
張
す
る
場
合
に
関
し
て
は
、
大
判
大
正
一
三
年
五
月
一
九
日
が
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
「
共
有

権
ノ
確
認
ノ
訴
ニ
ハ
数
人
力
共
同
シ
テ
有
ス
ル
一
ノ
所
有
権
ノ
確
認
ノ
訴
ト
各
共
有
者
力
物
ノ
全
部
二
付
他
ノ
共
有
者
ノ
権
利
ニ
ヨ
リ
テ

減
縮
セ
ラ
ル
ル
範
囲
二
於
テ
有
ス
ル
権
利
即
持
分
権
ノ
確
認
ノ
訴
ト
ア
リ
前
者
ハ
共
有
者
全
員
ノ
権
利
関
係
ノ
確
認
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル

ヲ
以
テ
共
有
者
全
員
二
於
テ
之
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
シ
各
共
有
者
単
独
二
之
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
レ
ト
モ
」
、
「
後
者
ハ
各
共
有
者

ノ
有
ス
ル
権
利
ノ
確
認
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
各
共
有
者
ハ
単
独
二
第
三
者
又
ハ
他
ノ
共
有
者
全
員
若
ハ
其
ノ
一
員
ヲ
相
手
方
ト
シ

テ
之
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、
従
来
の
判
例
を
整
理
し
た
う
え
で
、
共
有
者
の
各
人
に
よ
る
持
分
権
の
確
認
に
つ

い
て
、
個
別
的
な
訴
え
提
起
を
肯
定
す
る
。

　
共
有
者
が
共
有
物
に
つ
い
て
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
る
場
合
、
全
体
と
し
て
の
共
有
権
の
確
認
を
求
め
る
と
き
は
固
有
必
要
的
共
同

訴
訟
と
し
て
共
有
者
全
員
が
原
告
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
持
分
権
の
確
認
を
求
め
る
と
き
は
共
有
者
が
各
自
単
独
で
確

認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
判
例
理
論
は
、
最
高
裁
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。
ま
ず
、
共
有
権
そ
の
も
の
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

最
判
昭
和
四
六
年
一
〇
月
七
日
が
、
「
思
う
に
、
一
個
の
物
を
共
有
す
る
数
名
の
者
全
員
が
、
共
同
原
告
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
共
有
権
（
数

人
が
共
同
し
て
有
す
る
一
個
の
所
有
権
）
に
基
づ
き
、
そ
の
共
有
権
を
争
う
第
三
者
を
相
手
方
と
し
て
、
共
有
権
の
確
認
を
求
め
て
い
る
と
き
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は
、
そ
の
訴
訟
の
形
態
は
い
わ
ゆ
る
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
大
審
院
大
正
一
一
年
（
オ
）
第
八
二
一
号
同
一
三
年

五
月
一
九
日
判
決
、
民
集
三
巻
二
一
一
頁
参
照
）
。
け
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
の
有
す
る
一
個
の
所
有
権
そ
の
も
の
が
紛
争
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
共
有
者
全
員
が
共
同
し
て
訴
訟
追
行
権
を
有
し
、
そ
の
紛
争
の
解
決
い
か
ん
に
つ
い
て
は
共
有
者
全

員
が
法
律
上
利
害
関
係
を
有
す
る
か
ら
、
そ
の
判
決
に
よ
る
解
決
は
全
員
に
矛
盾
な
く
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
か
つ
、
紛
争
の
合

理
的
解
決
を
は
か
る
べ
き
訴
訟
制
度
の
た
て
ま
え
か
ら
す
る
も
、
共
有
者
全
員
に
つ
き
合
一
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
か

ら
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
ま
た
、
持
分
権
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
最
判
昭
和
四
〇
年
五
月
二
〇
日
が
、
「
共
有
持
分
権
の
及
ぶ
範
囲
は
、
共
有
地
の
全
部
に
わ
た

る
（
民
法
二
四
九
条
）
の
で
あ
る
か
ら
、
各
共
有
者
は
、
そ
の
持
分
権
に
も
と
づ
き
、
そ
の
土
地
の
一
部
が
自
己
の
所
有
に
属
す
る
と
主
張

す
る
第
三
者
に
対
し
、
単
独
で
係
争
地
が
自
己
の
共
有
持
分
権
に
属
す
る
こ
と
の
確
認
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
」

と
し
て
い
る
。
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二
　
共
有
物
に
つ
い
て
の
登
記
手
続
請
求

　
登
記
手
続
き
を
求
め
る
場
合
と
し
て
は
、
共
有
者
が
抹
消
登
記
手
続
き
を
求
め
る
場
合
と
、
移
転
登
記
手
続
き
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
ま
ず
、
不
正
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
き
を
求
め
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
判
大
正
八
年
四
月
二
日
は
、
「
抑
モ
斯
ク
ノ

如
ク
共
有
者
ノ
一
人
ト
称
ス
ル
上
告
人
力
共
有
者
以
外
ナ
ル
被
上
告
人
二
対
シ
テ
自
己
ノ
共
有
権
ヲ
主
張
シ
テ
其
権
利
ノ
確
認
ヲ
求
メ
且

被
上
告
人
ノ
為
シ
タ
ル
不
法
登
記
ノ
抹
消
ヲ
請
求
ス
ル
場
合
ニ
ハ
上
告
人
単
独
ニ
テ
其
訴
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ク
必
ス
シ
モ
他
ノ
共

有
者
ト
共
同
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
し
た
。
判
旨
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「
自
己
ノ
共
有
権
」
と
は
、
持
分
権

を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
判
決
は
、
各
共
有
者
が
自
己
の
持
分
権
に
も
と
づ
い
て
各
自
単
独
で
不
正
登
記
の
抹
消
登
記
手

続
き
を
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
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（
n
）

　
そ
し
て
、
最
判
昭
和
三
一
年
五
月
一
〇
日
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
同
様
の
結
論
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
「
あ
る

不
動
産
の
共
有
権
者
の
一
人
が
そ
の
持
分
に
基
き
当
該
不
動
産
に
つ
き
登
記
簿
上
所
有
名
義
者
た
る
者
に
対
し
て
そ
の
登
記
の
抹
消
を
求

め
る
こ
と
は
、
妨
害
排
除
の
請
求
に
外
な
ら
ず
い
わ
ゆ
る
保
存
行
為
に
属
す
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
従
っ
て
、
共
同
相
続
人
の
一
人
が
単

独
で
本
件
不
動
産
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
の
全
部
の
抹
消
を
求
め
う
る
旨
の
原
判
示
は
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
、
抹
消

登
記
手
続
の
請
求
を
持
分
権
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
抹
消
登
記
請
求
が
保
存
行
為
に
あ
た
る
こ
と

　
　
　
　
（
1
2
）

を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
共
有
者
が
移
転
登
記
手
続
き
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
大
判
大
正
一
一
年
七
月
一
〇
日
が
反
対
の
結
論
を
と
り
、

こ
れ
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
判
決
は
、
「
数
人
力
共
同
シ
テ
或
不
動
産
二
対
ス

ル
他
人
所
有
ノ
持
分
ヲ
其
ノ
者
ヨ
リ
買
受
ケ
タ
ル
場
合
二
於
テ
其
ノ
売
買
ノ
目
的
タ
ル
持
分
全
部
二
付
権
利
取
得
ノ
登
記
手
続
ヲ
請
求
ス

ル
訴
ヲ
提
起
ス
ル
ニ
ハ
買
主
全
員
力
共
同
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
シ
若
買
主
ノ
一
部
力
訴
ノ
提
起
二
共
同
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
請
求
ヲ

棄
却
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
蓋
売
買
ノ
目
的
タ
ル
持
分
全
部
ハ
共
同
ノ
買
主
全
員
力
取
得
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
持
分
全
部
ノ
登
記
手
続
ヲ
目
的

ト
ス
ル
請
求
ハ
他
二
特
別
ノ
規
定
ナ
キ
限
リ
権
利
者
全
体
ノ
共
同
行
為
二
依
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
所
謂

必
要
的
共
同
訴
訟
二
属
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
レ
ハ
ナ
リ
民
法
第
二
百
五
十
二
条
ハ
共
有
物
自
体
ノ
管
理
ノ
方
法
権
限
ヲ
規
定

シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
数
人
力
其
物
二
関
ス
ル
共
有
者
ノ
持
分
ヲ
買
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
其
ノ
持
分
全
部
二
付
キ
権
利
取
得
ノ
登

記
手
続
ヲ
請
求
ス
ル
カ
如
キ
ハ
共
有
物
ノ
管
理
行
為
二
属
セ
サ
レ
ハ
各
買
受
人
ハ
同
条
二
依
リ
他
ノ
買
受
人
ト
共
同
セ
ス
シ
テ
持
分
全
部

ノ
取
得
登
記
手
続
ヲ
請
求
ス
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヲ
得
ス
」
と
し
て
、
移
転
登
記
請
求
が
保
存
行
為
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、

共
有
者
の
各
自
が
持
分
権
に
も
と
づ
い
て
単
独
で
登
記
全
部
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
前
述
し
た
最
判
昭
和
四
六
年
一
〇
月
七
日
も
、
こ
の
大
審
院
の
立
場
を
さ
ら
に
お
し
す
す
め
て
、
コ
個
の
不
動
産
を
共
有
す
る
数
名
の

者
全
員
が
、
共
同
原
告
と
な
っ
て
、
共
有
権
に
基
づ
き
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
求
め
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
訴
訟
の
形
態
も
固
有
必
要
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的
共
同
訴
訟
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
」
、
「
そ
の
移
転
登
記
請
求
が
真
正
な
所
有
名
義
の
回
復
の
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
理
は
異
な
ら
な
い
。
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
共
有
権
に
も
と
づ
く
移
転
登
記
請
求
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
旨
を
明
確

に
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
　
共
有
物
の
妨
害
排
除
請
求
お
よ
び
共
有
物
の
引
渡
し
な
い
し
返
還
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
ま
ず
、
共
有
者
が
原
告
と
な
っ
て
、
第
三
者
に
対
し
て
妨
害
排
除
を
求
め
る
場
合
に
関
し
て
は
、
す
で
に
大
判
大
正
七
年
四
月
一
九
日

が
、
共
有
者
が
単
独
で
不
法
占
有
に
よ
る
妨
害
を
排
除
し
、
そ
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
づ
け
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
そ
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
、
大
判
大
正
一
〇
年
七
月
一
八
日
が
明
ら
か
に
し
た
。
判
旨
は
、
「
共
有
権
二
妨
害
ヲ
加
フ
ル
者
ア
ル
場
合

二
於
テ
ハ
各
共
有
者
ハ
之
力
排
除
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ク
共
有
者
全
員
ヨ
リ
之
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
、
「
蓋
シ
其
妨

害
ノ
排
除
ヲ
求
ム
ル
ハ
保
存
行
為
二
属
ス
レ
ハ
ナ
リ
」
と
し
て
、
共
有
物
の
妨
害
排
除
も
や
は
り
民
法
二
五
二
条
但
書
き
の
保
存
行
為
と

し
て
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
他
方
、
共
有
者
が
共
有
物
の
返
還
な
い
し
引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
大
判
大
正
一
〇
年
六
月
＝
二
日
は
、
「
（
原
告
は
）
共

有
者
ノ
一
人
ト
シ
テ
共
有
者
全
員
ノ
為
（
被
告
に
対
し
て
）
其
引
渡
ヲ
請
求
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
斯
カ
ル
請
求
ハ
民
法
第
二
五
二
条
但
書
二
所

謂
保
存
行
為
ト
シ
テ
各
共
有
者
単
独
二
之
ヲ
為
シ
得
ベ
シ
。
」
と
し
て
、
そ
の
根
拠
が
保
存
行
為
に
あ
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
共
有
物
の
返
還
な
い
し
引
渡
請
求
に
関
し
て
は
、
単
独
請
求
を
認
め
る
に
つ
い
て
、
保
存
行
為
と
は
異
な
る
根
拠
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

け
を
な
す
判
決
も
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
判
大
正
一
三
年
三
月
一
八
日
は
、
「
所
有
権
二
基
キ
第
三
者
二
対
シ
テ
共
有
物
ノ
引
渡
ヲ
請

求
ス
ヘ
キ
場
合
二
於
テ
ハ
数
人
ノ
債
権
者
ア
ル
不
可
分
債
権
二
在
テ
各
債
権
者
力
単
独
ニ
テ
債
務
ノ
履
行
ヲ
請
求
シ
得
ル
カ
如
ク
各
共
有

者
ハ
総
共
有
者
ノ
為
メ
ニ
単
独
ニ
テ
引
渡
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ク
総
共
有
者
共
同
ニ
テ
之
ヲ
請
求
ス
ル
ヲ
要
」
し
な
い
と
し
て
、
引
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渡
請
求
権
が
数
人
の
債
権
者
の
あ
る
不
可
分
債
権
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
類
推
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
共
有
者
は
総
共
有
者

の
た
め
に
単
独
で
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
こ
れ
ら
の
判
例
に
対
し
て
、
最
判
昭
和
四
二
年
八
月
二
五
日
は
、
「
被
上
告
人
ら
の
上
告
人
ら
に
対
す
る
本
件
家
屋
の
明
渡
請
求
は
使

用
貸
借
契
約
の
終
了
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
原
判
文
上
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
本
件
家
屋
の
明
渡
を
求
め
る
権
利
は
債
権
的

請
求
権
で
あ
る
が
、
性
質
上
の
不
可
分
給
付
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
明
渡
請
求
権
者
は
、
総
明
渡
請
求
権
者
の
た
め
本
件
家

屋
全
部
の
明
渡
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
、
不
可
分
債
権
の
規
定
の
類
推
に
よ
っ
て
、
単
独
で
の
引
渡

し
を
肯
定
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
最
高
裁
の
判
決
は
、
そ
の
訴
訟
物
を
契
約
終
了
に
も
と
づ
く
債
権
的
請
求
権
と
し
て
構
成
し
て
い
る
点

で
、
共
有
関
係
に
も
と
づ
く
物
権
的
請
求
権
と
し
て
の
明
渡
請
求
権
に
つ
い
て
直
接
的
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
民
法
上
の
共
同
所
有
形
態
に
は
、
狭
義
の
共
有
の
ほ
か
に
も
、
入
会
権
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
総
有
、
組
合
の
財
産
関
係
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
合
有
が
講
学
上
あ
る
と
さ
れ
る
。
判
例
の
多
く
は
、
総
有
お
よ
び
合
有
が
全
員
が
共
同
し
て
の
み
管
理
処
分
権
を
行
使
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
（
2
1
）

る
共
同
所
有
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
訴
訟
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
判
例
は
、
訴
訟
物
を
構
成
す
る
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
実
体
法
上
の
性
質
を
重
視
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
う

え
で
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
該
当
す
る
紛
争
の
範
囲
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
、
実
体

法
上
の
権
利
の
管
理
処
分
権
が
数
人
に
共
同
し
て
帰
属
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な
り
、
数
人
が
共
同
し
て
訴

え
な
け
れ
ば
訴
え
は
不
適
法
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
判
例
も
、
実
体
法
上
の
管
理
処
分
権
の
態
様
の
み
に
よ
っ
て
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
範
囲
を
決
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
持
分
権
に
も
と
づ
く
請
求
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
に
つ
い
て
単
独
で
訴
え
を
提
起
す
る
資
格
を
認
め
る
。
ま
た
、
判
例
は
、

保
存
行
為
、
あ
る
い
は
不
可
分
債
権
の
規
定
の
類
推
に
よ
っ
て
も
、
個
別
訴
訟
の
提
起
の
可
能
性
を
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
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な
お
、
共
有
関
係
に
あ
る
原
告
が
、
当
該
紛
争
に
つ
い
て
、
共
有
権
に
も
と
づ
い
て
当
該
主
張
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
、
持
分
権
に
も

と
づ
い
て
主
張
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
判
例
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
か
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
判
例
の
動
向
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
五
十
部
豊
久
「
必
要
的
共
同
訴
訟
と
二
つ
の
紛
争
類
型
」
民
事
訴
訟
雑
誌
第
一
二
号
一
六
五
頁
以
下
、
林

　
屋
礼
二
「
共
有
不
動
産
に
関
す
る
訴
訟
の
当
事
者
適
格
」
中
川
善
之
助
ほ
か
監
修
『
訴
訟
（
不
動
産
法
大
系
第
六
巻
）
』
六
五
頁
以
下
（
青
林
書
院
新

　
社
、
昭
四
五
）
、
小
島
武
司
「
共
有
者
の
訴
訟
」
小
山
昇
ほ
か
編
「
演
習
民
事
訴
訟
法
下
巻
（
演
習
法
律
学
大
系
一
一
）
』
六
四
頁
以
下
（
青
林
書
院
新

　
社
、
昭
四
八
）
、
菊
井
ほ
か
『
民
事
訴
訟
法
1
』
三
三
三
頁
（
日
本
評
論
社
、
第
三
版
全
訂
版
追
補
版
、
昭
五
九
）
、
谷
口
安
平
ほ
か
編
『
新
・
判
例
コ

　
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
第
一
巻
』
四
〇
二
頁
以
下
〔
福
永
有
利
・
町
村
泰
貴
〕
（
三
省
堂
、
平
五
）
な
ど
参
照
。

（
6
）
　
民
録
二
二
輯
一
二
〇
〇
頁
。
こ
れ
と
同
様
の
見
解
に
立
脚
す
る
判
決
と
し
て
、
大
判
大
正
八
年
五
月
一
一
二
日
民
録
二
五
輯
九
四
六
頁
、
大
判
大

　
正
一
〇
年
七
月
一
八
日
民
録
二
七
輯
一
三
九
二
頁
な
ど
が
あ
る
。

（（（（（（（（（（（（（19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7

）））））））））））））
民
集
三
巻
二
二
頁
。

民
集
二
五
巻
七
号
八
八
五
頁
。

民
集
一
九
巻
四
号
八
五
九
頁
。

民
録
二
五
輯
六
一
三
頁
。

民
集
一
〇
巻
五
号
四
八
七
頁
。

そ
の
後
の
判
決
と
し
て
は
、
最
判
昭
和
＝

民
集
一
巻
三
八
六
頁
。

前
掲
注
（
7
）
参
照
。

民
録
二
四
輯
七
三
一
頁
。

民
録
二
七
輯
一
三
九
二
頁
。

民
録
二
七
輯
一
一
五
五
頁
。

民
録
二
七
輯
五
四
七
頁
。

民
集
二
一
巻
七
号
一
七
四
〇
頁
。

一
三
年
七
月
一

一
二
日
民
集
一
二
巻
一
二
号
一
八
〇
五
頁
も
、

こ
れ
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
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（
2
0
）
　
た
と
え
ば
入
会
権
に
つ
い
て
、
最
判
昭
和
四
一
年
一
一
月
二
五
日
民
集
二
〇
巻
九
号
一
九
二
一
頁
が
あ
る
。

　
　
た
だ
し
、
最
判
昭
和
五
七
年
七
月
一
日
民
集
三
六
巻
六
号
八
九
一
頁
は
、
入
会
権
者
の
有
す
る
使
用
収
益
権
能
が
単
独
で
行
使
で
き
る
こ
と
か
ら
、

　各自

が
単
独
で
使
用
収
益
権
の
確
認
ま
た
は
妨
害
排
除
請
求
が
で
き
る
と
す
る
。

（
2
1
）
合
有
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の
一
人
に
よ
る
、
自
己
の
持
分
権
に
も
と
づ
く
所
有
権
取
得
登
記
の
全
部
の
抹
消
請
求
を
、
保
存
行
為
に
該
当
す

　
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
認
め
た
も
の
と
し
て
、
最
判
昭
和
三
三
年
七
月
二
二
日
民
集
一
二
巻
一
二
号
一
八
〇
五
頁
が
あ
る
。

（
2
2
）
　
福
永
有
利
「
共
同
所
有
関
係
と
必
要
的
共
同
訴
訟
－
原
告
側
の
場
合
1
」
民
事
訴
訟
雑
誌
一
二
号
二
二
頁
。

三
　
学
説
の
動
向

共同所有と共同訴訟について

一
　
総
　
説

　
以
上
の
よ
う
な
判
例
の
傾
向
に
対
し
て
、
共
同
所
有
関
係
と
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
関
係
に
つ
い
て
、
学
説
は
、
解
決
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

基
本
的
な
姿
勢
を
め
ぐ
っ
て
、
大
別
す
る
と
以
下
の
三
つ
の
方
向
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
第
一
は
、
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
実

体
法
上
の
性
質
を
重
視
し
、
あ
る
紛
争
が
ど
の
よ
う
な
共
同
訴
訟
形
態
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
実
体
法
上
の
性
質
に

よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
判
例
の
傾
向
と
そ
の
考
え
方
を
お
お
む
ね
同
じ
く
す
る
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
も
の
は
、
あ
る
紛
争
が
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
し
て
審
理
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
紛
争

の
統
一
的
な
解
決
、
裁
判
所
お
よ
び
当
事
者
の
利
益
状
況
な
ど
の
訴
訟
法
上
の
考
量
を
通
し
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

第
三
の
立
場
は
、
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
権
利
の
実
体
法
上
の
性
質
と
、
訴
訟
法
上
の
考
慮
の
二
つ
の
要
素
を
と
も
に

考
慮
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
第
一
の
見
解
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
を
比
較
的
狭
く
解
し
て
、
各
共
有
者
に
よ
る
単
独

の
訴
訟
追
行
の
可
能
性
を
広
く
認
め
て
い
く
方
向
を
指
向
す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
の
見
解
は
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
固
有
必
要
的
共
同
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訴
訟
が
成
立
す
る
範
囲
を
比
較
的
広
範
囲
に
認
め
て
い
こ
う
と
す
る
。

を
加
え
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討

一
一
権
利
の
実
体
法
上
の
性
質
を
重
視
す
る
見
解

　
第
一
に
、
権
利
の
実
体
法
上
の
性
質
を
重
視
し
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
範
囲
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
る
。
こ

の
見
解
が
、
現
在
で
も
な
お
、
通
説
的
見
解
で
あ
る
と
一
応
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
見
解
は
、
ま
ず
、
当
事
者
適
格
に
つ
い
て
の
一
般
論
と
し
て
、
そ
の
者
が
管
理
処
分
権
を
有
す
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
考
え
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
訴
訟
担
当
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
「
実
体
法
的
に
あ
る
権
利
財
産
の
帰
属
主
体
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
に
対
し
て
管
理
処
分
権
能
を
有
し
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
者
に
は
、
こ
れ
を
処
分
す
る
の
と
同
様
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
も
知
れ

な
い
こ
れ
に
関
す
る
訴
訟
を
追
行
す
る
資
格
と
し
て
の
当
事
者
適
格
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
か
か
る
場
合
む
し
ろ
そ
れ
に
代
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
管
理
処
分
権
能
を
有
す
る
者
が
、
当
事
者
と
し
て
訴
訟
を
担
当
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
」
と
す
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
前
提
に
も
と
づ
い
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
さ
れ
る
べ
き
紛
争
と
は
、
そ
の
内
容
を
な
す
権
利
ま
た
は
法
律
関
係

に
つ
い
て
の
管
理
処
分
権
が
複
数
の
者
に
共
同
的
に
帰
属
す
る
場
合
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、
「
あ
る
財
産
椹
叉
は
こ

れ
に
つ
い
て
の
管
理
庭
分
椹
能
が
、
籔
人
に
合
有
的
に
飾
属
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
椹
利
の
庭
分
や
行
使
も
敷
人
共
同
し
て
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
訴
訟
上
そ
の
椹
利
関
係
に
つ
い
て
判
決
す
る
に
は
、
そ
の
敷
人
を
共
同
訴
訟
人
と
し
て
し
な
い
限
り
無
意
義
と
な
る
。

例
え
ば
、
組
合
財
産
に
属
す
る
灌
利
に
つ
い
て
は
組
合
員
全
員
が
、
分
割
前
の
相
績
財
産
に
属
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
共
同
相
績
人
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

員
が
當
事
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
狭
義
の
共
有
に
お
い
て
、
共
有
者
が
原
告
と
な
っ
て
訴
訟
を
追

行
す
る
場
合
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
は
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の
実
体
法
上
の
性
質
が

問
題
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
見
解
も
、
判
例
同
様
、
管
理
処
分
権
の
各
人
へ
の
帰
属
の
態
様
と
い
う
点
の
み
か
ら
固
有
必
要
的
共
同
訴
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訟
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
結
論
を
下
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
れ
を
訴
訟
類
型
ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。　

ま
ず
、
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
見
解
は
、
共
有
の
法
的
性
質
を
、
全
体
と
し
て
の
一
個
の
所
有
権
が
、
各
共
有

者
に
量
的
に
分
割
さ
れ
て
数
人
に
属
す
る
も
の
と
解
し
、
共
有
者
全
員
が
共
同
し
て
有
す
る
不
可
分
か
つ
一
個
の
所
有
権
で
あ
る
共
有
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

と
い
う
権
利
を
認
め
、
他
方
で
、
共
有
権
と
は
別
に
、
そ
の
分
割
さ
れ
た
一
部
と
し
て
の
持
分
権
と
い
う
概
念
を
肯
定
す
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
共
有
者
が
共
有
権
そ
の
も
の
を
根
拠
と
す
る
場
合
と
、
持
分
権
を
根
拠
と
す
る
場
合
を
区
別
し
て
取
り
扱
う
。
す

な
わ
ち
、
共
有
権
は
共
有
者
が
共
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

共
有
者
が
共
有
権
そ
の
も
の
を
根
拠
と
し
て
所
有
権
（
共
有
権
）
確
認
訴
訟
を
追
行
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な

る
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
持
分
権
に
つ
い
て
は
、
実
体
法
は
各
共
有
者
が
こ
れ
を
自
由
に
単
独
で
行
使
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
持
分
権
を
根
拠
と
す
る
、
共
有
者
の
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
確
認
訴
訟
は
、
通
常
共
同
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

訟
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
各
人
に
よ
る
個
別
の
訴
訟
追
行
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
前
提
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
実
体
権
の
把
握
に
反
対
し
て
、
持
分
権
の
他
に
、
全
体
と
し
て
の
所
有
権
と
し
て
の
共

有
権
と
い
う
概
念
を
観
念
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
、
有
力
な
主
張
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
見
解
は
、
「
軍
な
る
民
法
上
の
共
有
は
、

同
一
物
に
封
す
る
敷
人
の
所
有
椹
が
持
分
の
形
で
共
存
し
て
い
る
だ
け
で
、
庭
分
灌
が
共
同
に
驕
す
る
も
の
で
は
な
く
（
敷
人
に
よ
る
共
同

費
却
も
、
各
自
の
持
分
を
譲
渡
す
る
結
果
、
譲
受
人
の
軍
凋
所
有
の
結
果
と
な
る
に
止
ま
る
）
、
共
有
物
に
封
す
る
樺
利
と
い
っ
て
も
、
共
有
者
各
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
共
有
権
を
確
定
す
る
だ
け
で
よ
い
か
ら
、
共
有
者
全
員
が
當
事
者
と
な
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
、
民
法
の
共
有
制
度
が
個
人
主
義
的

に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
各
人
の
有
し
て
い
る
持
分
権
の
み
を
観
念
す
れ
ば
必
要
か
つ
充
分
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
見
解
も
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
範
囲
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
体
法
上
の
権
利
の
性
質
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
、
前
者

の
見
解
と
同
一
の
前
提
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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他
方
、
民
法
二
五
二
条
の
保
存
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
各
共
有
者
が
単
独
で
、
全
体
と
し
て
の
共
有
権
の
確
認
を
行

な
う
こ
と
を
認
め
る
見
解
も
、
少
数
で
は
あ
る
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
第
一
の
見
解
は
、
共
有
者
が
単
独
で
行
な
っ
た
行
為

が
保
存
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
既
判
力
は
他
の
共
有
者
に
も
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
他
の

共
有
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
保
存
行
為
と
な
る
か
ど
う
か
は
訴
訟
の
結
果
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

共
有
権
確
認
訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
で
あ
る
共
有
者
が
勝
訴
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
訴
え
提
起
行
為
は
保
存
行
為
と
な
り
、
他
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

有
者
に
も
既
判
力
が
及
ぶ
と
す
る
反
面
、
敗
訴
判
決
の
既
判
力
は
、
他
の
共
有
者
に
及
ば
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
見
解
は
、

訴
訟
の
結
果
に
よ
っ
て
、
同
じ
訴
え
の
提
起
行
為
が
保
存
行
為
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
し
て
第
一
の
見

解
を
批
判
し
、
共
有
権
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
行
為
は
保
存
行
為
に
該
当
す
る
と
し
て
、
共
有
者
の
単
独
請
求
を
認
め
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
反
面
、
他
の
共
有
者
の
利
益
な
ど
を
考
慮
し
て
、
そ
の
訴
訟
の
既
判
力
は
他
の
共
有
者
に
及
ば
な
い
と
す
る
。

　
次
に
、
登
記
手
続
請
求
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
、
自
己
の
持
分
権
に
も
と
づ
く
、
持
分
権
に
つ
い
て
の
移
転
登
記
請
求
訴
訟
は
、
各

人
が
単
独
で
提
起
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
共
有
権
そ
の
も
の
を
根
拠
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
請
求
訴
訟
は
、
共
有
者
全
員
に
よ
る
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な
る
と
す
る
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
共
有
者
が
そ
の
占
有

を
第
三
者
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
場
合
に
は
、
各
共
有
者
が
単
独
で
共
有
物
全
部
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
の
均
衡
か
ら
い
っ
て
、
こ
れ
と
同
様
の
性
質
を
有
し
て
い
る
、
第
三
者
の
所
有
名
義
と
な
っ
て
い
る
不
動
産
に
つ
い
て
の
、
全
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

共
有
名
義
へ
の
移
転
登
記
請
求
も
ま
た
、
各
共
有
者
が
単
独
で
こ
れ
を
な
し
う
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
や
、
不
可
分
債
権
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

規
定
の
類
推
に
よ
り
単
独
で
移
転
登
記
を
求
め
う
る
と
す
る
見
解
な
ど
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
不
正
登
記
の
抹
消
登
記
請
求
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
に
は
自
己
の
共
有
持
分
に
対
応
す
る
割
合
に
つ
い
て
の
不
法
登
記
の
抹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

消
請
求
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
る
も
の
の
、
通
説
的
見
解
は
、
判
例
の
結
論
と
同
様
に
、
各
共
有
者
に
対
し
て
、

単
独
で
共
有
目
的
物
の
全
部
に
つ
い
て
の
抹
消
登
記
を
請
求
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
共
有
権
確
認
に
つ
い
て
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述
べ
た
の
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
判
例
と
同
様
に
こ
れ
が
保
存
行
為
に
該
当
す
る
と
す
る
見
解
の
ほ
か
、
ま
ず
、
不
可
分
債
権
の
規
定
の

類
推
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
た
と
え
ば
、
「
各
共
有
者
そ
れ
ぞ
れ
抹
消
登
記
請
求
権
を
持
ち
、
そ
し

て
、
抹
消
登
記
を
す
る
こ
と
は
性
質
上
不
可
分
と
見
ら
れ
る
か
ら
1
不
可
分
債
権
の
規
定
の
類
推
に
よ
り
、
単
独
で
訴
を
提
起
し
う
る

　
　
　
　
（
3
5
）

も
の
と
解
す
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
自
己
の
共
有
物
に
つ
き
他
人
の
不
正
登
記
が
あ
っ
た
の
で
は
、
共
有
者
の
持
分
権
の
円
満
な
行
使

が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
で
あ
る
と
し
て
、
持
分
権
が
他
の
持
分
権
に
よ
っ
て
制
約
は
受
け
る
も
の
の
、
そ
の
性
質
が
所
有
権
自

体
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
共
有
物
全
体
に
及
ぶ
た
め
、
保
存
行
為
、
、
不
可
分
債
権
な
ど
の
理
論
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、
持
分
権
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
癖

と
づ
く
抹
消
登
記
請
求
が
実
体
法
上
可
能
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
し
る

　
さ
ら
に
、
共
有
物
の
妨
害
排
除
請
求
、
引
渡
し
な
い
し
返
還
請
求
に
関
し
て
。
こ
れ
ら
は
目
的
物
の
す
べ
て
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
各
共
有
者
が
、
自
己
の
共
有
権
に
も
と
づ
い
て
こ
れ
ら
を
請
求
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
学

説
の
多
く
は
こ
れ
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
の
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
保
存
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

学
説
は
一
般
に
批
判
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
妨
害
排
除
請
求
に
つ
い
て
は
、
「
け
だ
し
、
持
分
権
は
共
有
物
の
全
部
に
及
ぶ
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

り
、
そ
の
円
満
な
状
態
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
物
の
全
部
の
上
の
妨
害
の
全
部
を
除
去
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
、
あ
る
い
は
、
「
持
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

権
は
、
共
有
物
全
体
に
及
ぶ
所
有
権
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
持
分
権
の
法
的
性
質
そ
れ
自
体
に
も
と
づ
く
妨
害
排
除
請
求
を
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

見
解
が
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
、
引
渡
し
な
い
し
返
還
請
求
に
つ
い
て
も
、
持
分
権
の
性
質
自
体
を
根
拠
と
す
る
も
の
の
ほ
か
、
不
可
分
債

権
の
規
定
の
類
推
を
主
張
し
て
、
た
と
え
ば
、
「
持
分
権
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
個
独
立
の
所
有
権
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
客
体
た
る
共
有
物
が

侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
共
有
者
各
自
が
妨
害
排
除
を
請
求
し
う
る
こ
と
疑
い
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
理
は
、
請
求
の
内
容
が
、
妨
害

排
除
で
あ
ろ
う
と
、
返
還
請
求
で
あ
ろ
う
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
特
に
返
還
の
場
合
つ
い
て
は
、
目
的
物
が
一

個
不
可
分
で
あ
る
か
ら
、
共
有
者
各
自
の
有
す
る
返
還
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
一
人
だ
け
で
や
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
全
員
の
共
同
を

要
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
問
題
に
答
え
る
の
が
、
不
可
分
債
権
の
規
定
を
類
推
し
よ
う
と
す
る
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考
え
方
で
あ
り
、
正
当
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

と
す
る
見
解
が
多
い
。

三
　
訴
訟
法
上
の
要
請
を
重
視
す
る
見
解

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
よ
り
訴
訟
法
上
の
要
請
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
共
有
に
関
す
る
紛
争
は
、
総
有
、
合
有
、
狭
義
の
共
有
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ

る
と
し
、
訴
え
の
提
起
に
消
極
的
な
者
が
い
る
場
合
の
不
都
合
に
つ
い
て
は
、
わ
が
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
、
訴
え
の
共
同
提
起
を
強
制

す
る
手
段
が
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
は
、
例
外
的
に
判
決
に
よ
る
紛
争
の
解
決
を
望
む
者
の
み
に
よ
る
訴
え
の
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

起
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
各
共
有
者
に
対
し
て
単
独
で
の
訴
訟
追
行
し
か
認
め
な
い
と
す
る
と
、
共
有
者
と
相
手
方
と

の
間
の
実
質
的
に
一
個
の
紛
争
が
数
個
の
訴
訟
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
結
果
、
被
告
は
実
質
的
に
同
じ
紛
争
に
つ
い
て
数
度
の
応
訴
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
利
益
を
受
け
る
ば
か
り
か
、
裁
判
所
の
側
か
ら
み
て
も
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
制
度
の
利
用
の
仕
方
は
訴
訟
経

済
に
反
し
、
か
つ
紛
争
が
統
一
的
に
解
決
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
生
じ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
判
例
が
、
各
共
有
者
の
単
独
で
の
訴
え
提
起

を
認
め
て
い
る
場
合
と
は
、
わ
が
民
事
訴
訟
法
が
、
訴
え
の
共
同
提
起
を
強
制
す
る
訴
訟
上
の
手
段
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
、
原

告
の
権
利
の
救
済
を
は
か
る
た
め
の
や
む
を
え
な
い
例
外
で
あ
っ
て
、
判
例
も
原
則
と
し
て
は
、
共
有
者
の
第
三
者
に
対
す
る
訴
え
を
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
す
る
。

　
ま
た
、
訴
訟
法
上
の
考
慮
を
さ
ら
に
前
面
に
押
し
進
め
て
、
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
範
囲
は
実
体
法
理
論
に
よ
っ
て
で
は
な
く
訴

訟
上
の
政
策
的
考
慮
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
、
「
実
体
法
上
の
法
律
関
係
の
性
格
が
共
同
訴
訟
の
必
要
性
を
決

め
る
の
で
は
な
く
し
て
、
訴
訟
上
の
考
慮
が
実
体
権
や
具
体
的
紛
争
状
態
を
素
材
と
し
て
独
自
に
共
同
訴
訟
の
要
否
を
決
定
す
べ
き
で
あ

る
」
と
し
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
べ
き
か
否
か
は
、
む
し
ろ
紛
争
解
決
の
実
効
性
、
訴
訟
経
済
、
不
合
理
な
判
決
の
回
避
、
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

手
方
当
事
者
や
他
の
共
有
者
の
利
害
特
質
な
ど
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
原
告
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の
実
質
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
紛
争
と
利
害
関
係
を
有
し

て
い
る
す
べ
て
の
者
を
当
事
者
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
と
し
て
も
再
度
の
応
訴
の
煩

を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
多
面
的
な
主
張
や
証
拠
が
提
出
さ
れ
、
共
通
に
審
理
が
行
な
わ
れ
る
結
果
と
し
て
、
適
正
か
つ
統

一
的
な
紛
争
解
決
が
可
能
と
な
り
、
国
民
の
裁
判
所
に
対
す
る
信
頼
が
確
保
さ
れ
る
う
え
、
裁
判
所
と
し
て
も
、
そ
の
審
理
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
。
前
述
し
た
よ
う
な
、
共
同
所
有
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
都
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
見
解
は
、
可
能
な
限
り
、
第
四
六
条
や
任
意
的
訴
訟
担
当
制
度
、
あ
る
い
は
選

定
当
事
者
制
度
を
緩
や
か
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
す
る
と
と
も
に
、
共
同
所
有
者
の
範
囲
が
不
明
な
場
合
は
、
知
り
得
る
範
囲
内

で
訴
訟
を
追
行
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
。
ま
た
、
上
告
審
に
お
い
て
脱
漏
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
と
の
間
の
紛
争
は
別
訴

で
行
な
う
こ
と
と
し
、
部
分
的
な
解
決
で
甘
ん
じ
る
か
、
差
し
戻
し
て
抜
本
的
な
解
決
を
は
か
る
か
を
上
告
審
が
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
で

き
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
一
部
の
共
有
者
が
訴
え
の
提
起
を
拒
ん
だ
場
合
は
、
共
同
提
訴
を
拒
む
者
を
被
告
側
に
加
え
れ
ば
、
実
質
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

目
的
は
達
成
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

共同所有と共同訴訟について

四
　
実
体
法
お
よ
び
訴
訟
法
上
の
要
請
を
と
も
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解

　
こ
れ
に
対
し
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
は
、
実
体
法
的
観
点
と
訴
訟
法
的
観
点
と
を
比
較
考
量
し
て
決
す
る
べ
き
で
あ

る
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
多
数
の
者
が
関
係
す
る
紛
争
は
、
こ
れ
を
一
挙
一
律
に
解
決
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ

と
に
ち
が
い
な
い
が
、
各
人
が
そ
の
訴
訟
物
た
る
権
利
利
益
を
単
独
で
処
分
で
き
る
場
合
に
ま
で
、
一
律
解
決
を
訴
訟
上
強
制
す
る
こ
と

は
実
体
法
の
た
て
ま
え
に
反
す
る
。
」
と
し
て
、
実
体
法
の
側
面
か
ら
の
考
察
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
し
か

し
こ
の
よ
う
な
紛
争
で
も
関
係
者
の
な
か
に
当
事
者
に
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
者
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
関
係
人
ま
た
は
相
手

方
な
訴
訟
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
結
果
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
本
案
判
決
を
受
け
る
権
利
（
訴
権
）
を
事
実
上
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
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ね
な
い
」
と
し
、
ま
た
、
「
逆
に
関
係
人
の
一
部
の
者
に
よ
る
訴
訟
追
行
を
許
す
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
者
の
本
案
判
決
を
受
け
る
権
利
の

保
護
に
は
な
ろ
う
が
、
一
部
の
者
が
敗
訴
し
た
折
に
は
、
他
の
共
通
の
関
係
人
の
利
益
を
実
質
的
に
害
す
る
お
そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
し
、

一
部
の
者
に
よ
る
訴
え
の
提
起
の
場
合
に
は
、
相
手
方
が
こ
の
一
部
の
原
告
に
勝
手
も
な
お
他
の
関
係
人
か
ら
再
訴
さ
れ
る
煩
わ
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

忍
ば
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
」
と
し
て
、
こ
れ
に
訴
訟
法
上
の
要
請
も
あ
わ
せ
て
考
慮
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
ρ

　
こ
の
よ
う
な
前
提
に
も
と
づ
い
て
、
ま
ず
、
共
有
者
が
共
同
所
有
関
係
そ
の
も
の
の
確
認
を
求
め
る
場
合
は
、
画
一
的
処
理
の
必
要
性

が
特
に
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
る
。
ま
た
、
移
転
登
記
請
求
に
つ
い
て
も
、
共
有
者
が
、
自
分
一
人
に
対

し
て
移
転
登
記
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
共
同
所
有
者
の
承
諾
を
要
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
共
有
者
の
全
員
が
共

同
し
て
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
見
解
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
さ
れ
る
場
合
に
、
原
告
と
な
る
こ
と
を
拒
む
者
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
利

害
が
、
相
手
方
の
利
害
と
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
他
の
共
有
者
は
、
こ
の
者
を
被
告
に
加
え
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
。
ま
た
、
各
共
有
者
は
単
独
で
、
全
員
の
た
め
に
目
的
物
に
つ
い
て
の
妨
害
排
除
を
請
求
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
目
的
物
の
自
分

一
人
へ
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
を
保
存
行
為
に
該
当
す
る
と
し
て
肯
定
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
反
面
、
こ
の
よ
う
に
単
独
で
の
訴
え

提
起
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
紛
争
が
、
全
員
を
当
事
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ほ
ど
困
難
が
予
想
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
事
者
と
さ
れ
て
い
な
い
者
と
の
間
で
、
共
通
の
紛
争
が
さ
ら
に
生
じ
る
可
能
性
が
か
な
り
高
い
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

紛
争
解
決
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
全
員
を
当
事
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
事
者
適
格
の
有
無
の
判
断
が
最
終
的
に
は
訴
訟
政
策
的
判
断
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
判
断
が
、
関
係
人
相
互
の
関
係
や
、
共

同
追
行
を
要
求
を
し
た
場
合
の
利
害
特
質
な
ど
の
利
益
衡
量
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
実
体
法
的
観
点
を
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

と
し
、
こ
れ
に
訴
訟
法
的
観
点
か
ら
の
修
正
を
加
え
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
当
事
者
適
格
の

一
般
理
論
と
し
て
は
、
原
告
が
、
そ
の
訴
訟
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
実
体
的
な
利
益
を
保
護
な
い
し
は
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
考
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共同所有と共同訴訟について

え
、
そ
の
利
益
が
原
告
に
独
立
の
訴
訟
を
認
め
て
で
も
保
護
す
べ
き
程
度
の
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
、
正
当
な
当
事

者
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
実
体
法
上
重
要
な
利
益
を
有
す
る
者
は
単
独
で
訴
訟
を
追
行
し
う
る
の
が
原
則
で
あ
り
、

本
来
単
独
訴
訟
が
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
者
と
の
共
同
訴
訟
を
要
求
さ
れ
る
に
は
、
そ
の
よ
う
な
要
求
を

さ
れ
て
も
止
む
を
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
共
同
訴
訟
人
間
に
あ
り
、
し
か
も
合
一
確
定
の
必
要
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

（
4
8
）

す
る
。
こ
の
見
解
は
、
共
有
権
自
体
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
求
め
る
必
要
性
が
実
際
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
い
を
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

い
た
う
え
で
、
も
し
そ
の
必
要
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
る
。
共
有
物
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
請
求

に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
共
有
権
の
存
在
に
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
「
各
共
有
者
は
自
己
の
持
分
権
の
登
記
請
求
が
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

れ
れ
ば
十
分
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
請
求
を
認
め
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
見
解
は
、
共
有
関
係
自
体
の
確
認
請
求
、
妨
害
排
除

請
求
、
お
よ
び
、
返
還
請
求
な
ど
の
、
各
共
有
者
が
独
立
に
訴
え
を
提
起
で
き
る
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
全
共
有
者
が
訴
え
を
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
し
て
と
ら
え
る
。

　
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
通
常
共
同
訴
訟
、
類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
お
よ
び
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
わ
く
ぐ
み
を
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
52
ゲ

動
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
し
る
　
す
な
わ
ち
、
こ
の
見
解
は
、
訴
訟
を
共
同
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
こ
と
と
、
合
一
確
定
の
必
要
性
と
を
分
け
て
考
え
る
。
そ
し
て
、
訴
訟
共
同
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
意
思
に
完
全
に
ま
か
さ
れ
る

も
の
と
、
完
全
な
訴
訟
共
同
が
要
求
さ
れ
て
一
人
の
漏
れ
も
認
め
な
い
も
の
を
両
極
端
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
他
方
、
合
一
確
定
の
必

要
に
つ
い
て
は
、
各
共
同
訴
訟
人
が
完
全
に
独
立
の
も
の
と
、
完
全
な
合
一
確
定
が
要
求
さ
れ
る
も
の
を
両
極
端
と
し
、
そ
の
間
を
連
続

す
る
も
の
と
と
ら
え
て
、
そ
の
中
間
形
態
を
認
め
る
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
具
体
的
事
件
の
類
型
と
個
性
に
応
じ
て
合
一
確
定
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

と
訴
訟
共
同
の
必
要
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
最
も
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
選
び
と
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
2
3
）
学
説
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
高
橋
・
前
掲
注
（
2
）
二
一
七
八
頁
以
下
、
塩
崎
勤
「
共
有
物
の
保
存
・
管
理
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
牧
山
ほ
か

　
　
編
「
民
事
判
例
実
務
研
究
第
一
巻
」
一
〇
一
頁
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
昭
五
五
）
、
菊
井
ほ
か
・
前
掲
注
（
5
）
三
一
二
七
頁
、
徳
田
和
幸
「
通
常
共
同
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訴
訟
と
必
要
的
共
同
訴
訟
1
そ
の
境
界
と
流
動
化
」
新
堂
ほ
か
編
『
講
座
民
事
訴
訟
第
三
巻
」
二
二
七
頁
（
弘
文
堂
、
昭
五
九
）
、
兼
子
ほ
か
「
条
解

　
民
事
訴
訟
法
」
一
六
一
頁
〔
新
堂
幸
司
〕
（
弘
文
堂
、
昭
六
一
）
、
上
田
ほ
か
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
第
二
巻
」
八
二
頁
〔
徳
田
和
幸
〕
（
有
斐
閣
、
平

　
四
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
共
有
者
を
被
告
と
す
る
場
合
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
石
川
明
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
四
三
三
号
一
一
八
頁
。

（
2
4
）
　
兼
子
一
「
実
体
法
と
訴
訟
法
」
（
有
斐
閣
、
昭
一
二
二
）
九
六
頁
。

（
2
5
）
　
兼
子
一
「
新
修
民
事
訴
訟
法
体
系
』
（
酒
井
書
店
、
増
訂
版
、
昭
四
〇
）
三
八
四
頁
。
ま
た
、
小
山
昇
「
民
事
訴
訟
法
」
（
青
林
書
院
、
五
訂
版
、

　
平
元
）
四
八
五
頁
、
斎
藤
秀
夫
「
民
事
訴
訟
法
概
論
」
（
有
斐
閣
、
新
版
、
昭
五
七
）
四
四
八
頁
な
ど
も
同
旨
。
な
お
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
影
響

　
を
与
え
た
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
説
と
し
て
、
＝
①
＝
忍
堕
ω
岩
8
5
」
雷
U
①
暮
ω
9
雪
N
三
言
3
困
琢
。
9
け
ω
円
①
一
＝
”
¢
器
一
る
器
●

（
2
6
）
　
こ
の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
舟
橋
諄
一
『
物
権
法
」
三
七
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
昭
三
五
）
、
我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
三
二
七
・
三
二

　
八
頁
な
ど
。

（
2
7
）
　
た
と
え
ば
、
我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
三
二
九
頁
、
舟
橋
・
前
掲
注
（
2
6
）
三
八
六
頁
、
菊
井
ほ
か
・
前
掲
注
（
5
）
三
三
七
頁
な
ど
。

（
2
8
）
　
兼
子
・
前
掲
注
（
2
5
）
三
八
四
頁
、
な
お
、
同
「
共
有
関
係
の
訴
訟
」
『
民
事
法
研
究
第
二
巻
」
（
酒
井
書
店
、
昭
五
二
）
一
五
一
頁
以
下
。
同
旨
、

岩
村
弘
雄
「
共
有
関
係
訴
訟
と
当
事
者
適
格
」
本
井
巽
ほ
か
編
「
民
事
実
務
ノ
ー
ト
第
二
巻
」
八
一
頁
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
昭
四
三
）
、
川
島
武
宜

編
「
注
釈
民
法
第
七
巻
」
〔
川
井
健
〕
三
一
七
頁
（
有
斐
閣
、
昭
四
三
）
、
栗
原
良
扶
「
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
七
八
号
五
三
頁
。

（
2
9
）
　
加
藤
正
治
『
民
事
訴
訟
法
判
例
批
評
集
第
一
巻
」
五
三
頁
以
下
、
結
論
同
旨
、
松
浦
馨
「
環
境
権
侵
害
差
止
仮
処
分
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
適

格
と
合
一
確
定
の
必
要
性
」
山
木
戸
克
己
教
授
還
暦
記
念
『
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
上
巻
』
三
〇
七
頁
（
有
斐
閣
、
昭
四
九
）
。

（
3
0
）

（
31
）

（
32
）

（
3
3
）

（
34
）

（
3
5
）

　36
）い一
　て項
中はは
↓＿L　　、　　、

鳩
山
秀
夫
「
所
有
権
よ
り
生
ず
る
物
上
請
求
権
」
「
民
法
研
究
第
二
巻
』
一
三
二
頁
（
昭
五
）
。

我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
三
二
七
・
三
二
九
頁
、
舟
橋
・
前
掲
注
（
2
6
）
三
八
四
頁
。

川
島
武
宜
『
所
有
灌
法
の
理
論
」
一
三
九
頁
（
有
斐
閣
、
昭
二
四
）
。

岩
村
・
前
掲
注
（
2
8
）
九
三
頁
。

栗
原
・
前
掲
注
（
2
8
）
五
五
頁
。

舟
橋
・
前
掲
注
（
2
6
）
三
八
○
頁
。
同
旨
、
我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
三
二
八
頁
な
ど
。
な
お
、
ド
イ
ッ
民
法
一
〇
一
一
条
が
準
用
す
る
四
三
一
一
条

　
　
各
共
有
者
は
、
相
手
方
に
対
し
、
全
員
に
返
還
し
、
も
し
く
は
全
員
の
た
め
に
目
的
物
を
供
託
す
べ
き
こ
と
、
供
託
に
不
適
当
な
物
に
つ

　
　
裁
判
所
の
選
任
す
る
管
理
人
に
こ
れ
を
引
き
渡
す
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

中
村
英
郎
「
共
有
関
係
の
訴
訟
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
「
民
事
訴
訟
理
論
の
諸
問
題
』
五
九
頁
（
成
文
堂
、
昭
五
〇
）
。
同
旨
、
川
井
・
前
掲
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注
（
2
8
）
三
二
一
一
頁
。

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

（
4
2
）

（
4
3
）

（
4
4
）を

被
告
側
に
加
え
る
と
い
う
取
扱
方
法
は
、

　
い
て
は
、

（
4
5
）

（
4
6
）

（
4
7
）

　
頁

（
4
8
）

（
4
9
）

（
5
0
）

（
5
1
）

（
52
）

　
か
編
『
演
習
民
事
訴
訟
法

（
5
3
）

我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
三
二
七
頁
。

舟
橋
・
前
掲
注
（
2
6
）
三
八
一
頁
。

川
井
・
前
掲
注
（
2
8
と
一
二
三
頁
。

舟
橋
・
前
掲
注
（
2
6
）
三
八
一
頁
。

五
十
部
・
前
掲
注
（
5
）
一
九
〇
頁
。

五
十
部
・
前
掲
注
（
5
）
一
七
九
頁
。

小
島
武
司
「
共
同
所
有
を
め
ぐ
る
紛
争
と
そ
の
集
団
的
処
理
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
〇
〇
号
判
例
展
望
三
三
〇
頁
。

小
島
・
前
掲
注
（
4
3
）
三
三
〇
頁
。
ま
た
、
同
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
六
六
巻
六
号
一
二
六
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
訴
え
の
提
起
を
拒
ん
だ
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
連
邦
地
方
裁
判
所
民
事
訴
訟
規
則
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

　
　
高
橋
宏
志
「
必
要
的
共
同
訴
訟
論
の
試
み
（
一
）
」
法
学
協
会
雑
誌
九
二
巻
五
号
五
二
一
二
頁
以
下
参
照
。

新
堂
・
前
掲
注
（
1
）
四
七
一
頁
。

新
堂
・
前
掲
注
（
1
）
四
七
三
－
四
七
五
頁
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
二
頁
以
下
。
同
「
当
事
者
適
格
理
論
の
再
構
成
」
山
木
戸
克
己
教
授
還
暦
記
念
「
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
上
巻
』
六
〇

（
有
斐
閣
、
昭
四
九
）
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
二
頁
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
五
七
頁
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
五
九
頁
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
五
八
頁
。

高
橋
宏
志
「
必
要
的
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
」
民
事
訴
訟
雑
誌
二
三
号
四
二
頁
。
な
お
、
小
島
武
司
「
共
同
所
有
と
訴
訟
共
同
の
要
否
」
小
山
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
演
習
法
律
学
講
座
一
二
）
」
六
八
六
頁
以
下
（
青
林
書
院
、
昭
六
一
一
）
も
こ
れ
に
近
い
。

高
橋
・
前
掲
注
（
2
）
一
三
二
五
頁
。
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四
　
検
　
討

一
　
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て
の
基
本
的
姿
勢

　
で
は
、
共
同
所
有
関
係
と
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
結
論
を
下
す
た
め
に
は
、
学
説
の
動
向
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
そ
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
実
体
法
上

の
性
質
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
紛
争
の
統
一
的
な
解
決
、
裁
判
所
お
よ
び
当
事
者
の
利
益
状
況
な
ど
の
訴
訟
法
上
の
要

請
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
両
者
の
要
請
を
と
も
に
考
慮
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
か
を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
訴
訟
法
的
考
慮
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
、
総
有
・
合
有
・
狭
義
の
共
有
と
い
う
、
権
利
の
実
体
法

上
の
法
的
性
質
を
あ
ま
り
考
慮
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
も
紛
争
の
統
一
的
、
一
回
的
解
決
と
い
う
観
点
を
よ
り
重
視
し
た
う
え
で
、
固

有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
を
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
。
た
し
か
に
、
あ
る
紛
争
の
解
決
を
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
手
続
き
に

よ
っ
て
行
な
う
べ
き
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
訴
訟
法
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
お
よ

び
当
事
者
適
格
の
有
無
は
、
訴
訟
法
規
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
実
体
法

上
の
管
理
処
分
権
の
有
無
お
よ
び
そ
の
帰
属
の
態
様
の
み
を
基
準
と
し
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
を
決
定
す
る
と
い
う
立

場
は
、
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
当
事
者
間
に
お
い
て
、
紛
争
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
当
事
者
が
裁
判
所
に
対
し
て
そ
の
判
断
を
求
め
て
い
る
の
は
、
実
体
法
上
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
存
否
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
訴
訟
に
お
い
て
審
判
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
実
体
法
上
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
権
利
の
実
体
法
上
の
法
的
性
質
が
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
あ
る
べ
き
訴
訟
の
審
判
形
態
も
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
異
な
っ
て
く
る
は

ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
全
員
が
共
同
し
て
訴
え
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
も
、
基
本
的
に
は
権
利
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の
実
体
法
上
の
法
的
性
質
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
者
が
単
独
で
そ
の
権
利
を
主
張
す
る

こ
と
が
実
体
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
、
原
則
と
し
て
単
独
で
訴
訟
追
行
を
行
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
解
す
べ

き
で
あ
る
反
面
、
実
体
法
が
、
各
人
に
よ
る
単
独
の
権
利
行
使
を
認
め
ず
、
そ
れ
ら
の
者
が
共
同
し
て
は
じ
め
て
そ
の
権
利
の
行
使
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

め
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
よ
る
訴
訟
追
行
が
要
求
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
訴
訟
法

的
考
慮
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
、
紛
争
の
統
一
的
、
一
回
的
解
決
を
主
張
す
る
が
、
単
独
で
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
実
体

法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
者
が
、
単
独
で
訴
訟
を
追
行
し
て
判
決
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
紛
争
は
完
全
に
解
決
し
て
い

る
と
い
え
る
。
ま
た
、
各
共
有
者
に
単
独
で
の
訴
訟
追
行
を
認
め
た
と
し
て
も
、
共
有
者
の
一
人
に
つ
い
て
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、

実
際
に
は
共
有
者
の
他
の
者
も
そ
の
結
果
に
従
う
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
個
別
訴
訟
を
認
め
た
結
果
と
し
て
、
共
有
者
の

一
人
が
敗
訴
し
た
後
に
な
っ
て
、
他
の
共
有
者
が
訴
え
を
提
起
し
た
と
し
て
も
、
前
の
判
決
は
後
の
事
件
の
審
理
に
対
し
て
事
実
上
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
通
常
は
同
様
の
判
決
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
固
有
必
要
的

共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
は
、
実
体
法
上
の
権
利
お
よ
び
法
律
関
係
の
法
的
性
質
お
よ
び
そ

の
帰
属
の
態
様
を
基
本
と
し
て
考
え
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
考
え
た
の
で
は
、
訴
訟
法
上
の
要
請
か
ら
み
て
、
ど
う
し
て
も
不
都
合
が
生
じ

る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
こ
れ
に
対
し
て
修
正
を
加
え
て
い
く
と
い
う
態
度
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
見
解
を
前
提
と
し
て
考
え
る
と
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
成
立
範
囲
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
狭
義
の
共
有
の
実
体
法

上
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

二
　
狭
義
の
共
有
の
実
体
法
上
の
法
的
性
質

狭
義
の
共
有
の
実
体
法
上
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
狭
義
の
共
有
に
お
い
て
、
共
有
権
と
い
う
概
念
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
仮
に
こ
れ
を
認
め
る
と
す
る
と
、
共
有
権
と
持
分
権
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
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る
。
狭
義
の
共
有
に
お
け
る
各
共
有
者
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
間
の
団
体
的
結
合
は
き
わ
め
て
微
弱
で
あ
り
、
各
共
同
所

有
者
の
権
利
は
き
わ
め
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
各
共
有
者
は
相
互
に
ま
っ
た
く
独
立
に
目
的
物
を
支
配
で
き
る
が
、
た
だ
、
対
象

と
な
る
目
的
物
が
同
一
で
あ
る
た
め
に
、
各
共
有
者
は
そ
の
権
利
行
使
に
制
約
を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
な
見

　
　
　
（
5
6
）

解
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
の
共
有
に
関
す
る
規
定
を
検
討
す
る
と
、
わ
が
民
法
が
、
狭
義
の
共
有
を
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
個
人
主
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

な
も
の
と
し
て
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
は
第
二
五
一
条
で
、
各
共
有
者
は

他
の
共
有
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
共
有
物
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
規
定
し
て
、
各
共
有
者
の
自
由
な
権
利
行
使
に
対
し

て
制
限
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
五
二
条
は
、
共
有
物
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
共
有
者
の
持
分
の
価
額
の
過
半
数
に
よ
っ
て
こ
れ

を
決
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
共
有
目
的
物
を
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
、
い
つ
使
用
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
保
管
ま
た
は
管

理
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
具
体
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
や
は
り
こ
の
場
合
に
も
、
こ
の
決
定
に
よ

り
、
各
共
有
者
は
自
由
な
権
利
に
対
し
て
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
第
二
五
四
条
は
、
共
有
者
の
一
人
は
、
他
の
共
有

者
に
対
し
て
有
す
る
共
有
物
に
関
す
る
債
権
を
、
そ
の
特
定
承
継
人
に
対
し
て
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
共

有
関
係
の
維
持
、
存
続
を
望
む
共
有
者
の
地
位
を
保
護
す
る
た
め
に
、
特
定
承
継
人
を
も
拘
束
す
る
こ
と
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
と
い
え

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
第
二
五
六
条
一
項
但
書
き
が
、
共
有
物
の
分
割
禁
止
の
特
約
を
一
定
範
囲
に
お
い
て
認
め
て
お
り
、
こ
の
特
約
は

そ
の
特
定
承
継
人
に
も
受
け
継
が
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
民
法
は
狭
義
の
共
有
を
必
ず
し
も
純
粋
な
個
人
主
義
的

性
格
の
面
の
み
か
ら
と
ら
え
て
は
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
全
体
と
し
て
の
法
の
規
定
の
趣
旨
か
ら
考
え
る
と
、
狭
義
の
共

有
に
お
い
て
は
、
各
共
有
者
の
有
し
て
い
る
持
分
権
の
内
容
は
あ
く
ま
で
そ
の
目
的
物
の
支
配
に
つ
い
て
の
抽
象
的
な
割
合
に
す
ぎ
ず
、

目
的
物
に
つ
い
て
の
使
用
、
管
理
な
ど
の
具
体
的
内
容
は
、
他
の
共
有
者
と
の
協
議
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
具
体
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
四
九
条
が
、
各
共
有
者
の
使
用
で
き
る
範
囲
を
、
自
己
の
持
分
に
応
じ
た
も
の
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
）

よ
う
な
意
味
に
お
い
て
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
持
分
権
を
根
拠
と
し
て
各
共
有
者
が
な
し
う
る
こ
と
が
ら
に
は
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
持
分
権
の
割
合
に
関
す
る
実
体
法
上
の
移
転
登
記
請
求
権
、
持
分
権
の
割
合
に
対
応
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
実
体
法
上

の
抹
消
登
記
請
求
権
、
お
よ
び
、
各
共
有
者
間
に
お
け
る
協
議
が
な
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
己
が
保
存
な
い
し
管
理
す
べ
き

目
的
物
の
範
囲
が
具
体
化
し
た
持
分
権
に
も
と
づ
く
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
侵
害
の
排
除
を
求
め
る
物
権
的
請
求
権
な
ど
の
主
張
は
、

こ
れ
を
持
分
権
を
根
拠
と
し
て
主
張
で
き
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
解
し
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
有
者
の
各
人
が
有
し
て
い
る
持
分

権
の
割
合
を
超
え
る
、
共
有
物
全
体
に
関
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
共
有
者
全
員
が
全
体
と
し
て
共
同
し
て
有
す
る
所
有
権
で
あ
る

共
有
権
を
根
拠
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
物
権
的
請
求
権
は
、
物
権
が
目
的
物
に
対
す
る
直
接
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

配
権
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
持
分
権
に
つ
い
て
の
支
配
権
能
は
、
目
的
物
の
す
べ
て

に
及
ん
で
い
る
と
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
潜
在
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
持
分
権
に
つ
い
て
の
実
際
の
支
配

権
能
は
、
他
の
共
有
者
の
持
分
権
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
各
共
有
者
間
に
お
け
る
共
有
物
に
関
す
る
保
存
、
管
理

に
つ
い
て
の
協
議
を
通
じ
て
、
目
的
物
の
一
定
範
囲
に
つ
い
て
具
体
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
有
物
全
体
に

関
す
る
妨
害
排
除
請
求
権
、
共
有
物
全
体
の
返
還
請
求
権
な
ど
の
物
権
的
請
求
権
は
、
持
分
権
に
も
と
づ
く
主
張
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

そ
の
主
張
を
全
共
有
者
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
が
、
実
体
法
上
要
請
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

共同所有と共同訴訟について

三
　
訴
訟
に
お
け
る
共
有
権
と
持
分
権
の
主
張

　
持
分
権
の
ほ
か
に
、
共
有
権
と
い
う
概
念
を
実
体
法
が
認
め
て
お
り
、
共
有
権
と
持
分
権
が
実
体
法
上
そ
の
守
備
範
囲
を
異
に
す
る
場

合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
持
分
権
と
共
有
権
の
関
係
は
訴
訟
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
（
6
1
）

い
と
考
え
る
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
個
々
の
訴
訟
形
態
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
持
分
権
の
確
認
が
単
独
で
請
求
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
。
問
題
は
、
共
有
権
の
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確
認
を
求
め
る
利
益
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
仮
に
存
在
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
共
有
者
全
員
で
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
思
う
に
、
共
有
権
の
確
認
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
各
共
有
者
が
自
己
の
持
分
権
の
確
認
を
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

れ
に
加
え
て
、
当
該
目
的
物
を
、
自
己
お
よ
び
あ
る
特
定
の
者
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
も
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
各
共
有
者
が
持
分
権
の
確
認
を
求
め
た
場
合
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
A
、
B
が
持
分
権
の
確
認
を
そ
れ
ぞ
れ
求

め
た
場
合
に
は
、
A
、
B
が
た
と
え
勝
訴
し
た
と
し
て
も
、
被
告
が
、
A
に
対
し
て
は
B
の
持
分
権
、
B
に
対
し
て
は
A
の
持
分
権
を
争

う
こ
と
は
既
判
力
に
よ
っ
て
は
遮
断
さ
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
、
共
有
者
の
人
的
範
囲
の
確
定
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
後
の

法
律
関
係
の
処
理
が
錯
綜
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
A
、
B
が
、
共
有
権
の
確
認
を
求
め
た
場
合
に
は
、
被
告
が
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

ら
を
争
う
余
地
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
A
、
B
は
共
同
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
共
有
者
の
全
員
が
共
同
で
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

い
て
は
、
共
有
者
は
必
ず
共
有
権
に
も
と
づ
く
主
張
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
る
が
、
訴
訟
物
の
選
択
は
あ

く
ま
で
当
事
者
の
権
能
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
以
上
、
共
有
者
は
ど
ち
ら
を
根
拠
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
登
記
手
続
請
求
で
あ
る
が
、
持
分
権
に
も
と
づ
く
、
持
分
の
割
合
に
つ
い
て
の
不
正
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
請
求
、
お
よ
び
持

分
権
に
つ
い
て
の
移
転
登
記
請
求
は
、
目
的
物
に
つ
い
て
の
持
分
権
の
支
配
が
当
然
に
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

各
共
有
者
が
単
独
で
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
問
題
は
、
共
有
権
に
も
と
づ
く
登
記
手
続
請
求
で
あ
る
が
、
共
有
権

は
あ
く
ま
で
全
共
有
者
が
共
同
し
て
行
使
す
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
つ
い
て
各
共
有
者
が
単
独
で
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
共
有
者
の
う
ち
に
提
訴
を
拒
む
者
が
い
る
場
合
に
も
、
各
共
有
者
は
、

少
な
く
と
も
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
の
支
配
の
確
保
は
な
す
こ
と
が
で
き
る
以
上
、
持
分
権
に
よ
る
訴
え
を
提
起
す
べ
き
で
あ
る
。

　
妨
害
排
除
請
求
、
目
的
物
の
引
渡
し
な
い
し
返
還
請
求
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
共
有
権
に
も
と
づ
い
て
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
問
題
は
、
持
分
権
に
も
と
づ
く
こ
れ
ら
の
訴
え
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で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
期
間
を
区
切
っ
て
、
そ
の
期
間
内
は
、
共
有
者
が
目
的
物
を
全
面
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
共
有
者
が
協
議
に
よ
っ

て
合
意
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
第
二
五
二
条
に
よ
っ
て
、
共
有
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
管
理
権
が
当
該
共
有
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
共
有
者
に
よ
る
単
独
で
の
こ
れ
ら
の
請
求
を
認
め
て
よ
い
。
ま
た
、
共
有
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
全

面
的
な
使
用
が
、
共
有
者
の
一
部
の
者
に
認
め
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
の
部
分
に
関
す
る
妨
害
排
除
は
そ
の
者
に
よ
っ
て
の

み
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。
と
も
に
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
、
持
分
権
は
共
有
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
支
配
権
と
し
て
具
体

化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、
持
分
権
は
依
然
と
し
て
潜
在
的
な
も

の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
持
分
権
に
も
と
づ
く
こ
れ
ら
の
訴
え
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
妨
害

排
除
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
提
訴
を
拒
む
者
が

存
在
す
る
場
合
に
、
訴
え
に
よ
り
こ
れ
ら
を
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
不
都
合
で
あ
る
と
の
批
判
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ま
ず
、
共
同
所

有
者
間
に
お
い
て
は
、
共
有
目
的
物
の
保
存
、
管
理
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
か
の
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

妨
害
排
除
に
つ
い
て
は
、
単
独
で
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
共
有
者
は
、
共
有
目
的
物
に
つ
い
て
持
分
権

し
か
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
独
で
の
目
的
物
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
返
還
な
い
し
引
渡
請
求
を
認

め
る
も
こ
と
は
、
各
人
の
有
し
て
い
る
権
利
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
民
法
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
実
体
法
は
、
む
し
ろ
共
有
物
の
分
割
を
請
求
し
て
、
共
有
関
係
か
ら
離
脱
し
、
そ
の
う
え
で
こ
れ
ら
の
請
求
を
行
な
う
か
、

ま
た
は
、
相
手
方
に
対
す
る
、
持
分
に
応
じ
た
価
額
に
よ
る
代
償
請
求
を
行
な
う
こ
と
に
よ
る
処
理
を
期
待
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

　
最
後
に
、
共
有
権
と
持
分
権
の
双
方
を
認
め
た
場
合
に
お
け
る
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
共
有
権
は
、
各

共
有
者
の
持
分
権
に
加
え
て
、
共
有
目
的
物
を
あ
る
特
定
の
範
囲
に
属
す
る
者
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
権
利
で
あ
る
以
上
、

持
分
権
を
そ
の
内
容
と
し
て
含
む
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
る
と
、
ま
ず
、
共
有
権
確
認
の
訴
え
が
提
起
さ
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れ
た
場
合
に
お
い
て
、
共
有
者
の
一
部
が
当
事
者
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
持
分
権
確
認
の
判
決
を
な
す
こ
と
が

一
部
認
容
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
共
有
権
に
も
と
づ
く
移
転
登
記
、
抹
消
登
記
請
求
に
お
い
て
、
持
分

に
つ
い
て
の
移
転
登
記
お
よ
び
抹
消
登
記
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
次
に
、
自
己
の
持
分
権
に
も
と
づ
い
て
訴
え
を

提
起
し
た
共
有
者
の
一
人
は
、
共
有
権
に
つ
い
て
別
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
二
重
起
訴
の
禁
止
に
触
れ
て
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
持
分
権
に
関
す
る
訴
訟
の
係
属
中
に
、
共
有
権
に
関
す
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
持
分
権
に
関
す
る
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

え
の
方
が
権
利
保
護
の
利
益
を
失
っ
て
訴
え
が
却
下
さ
れ
る
と
す
る
見
解
を
正
当
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
既
判
力
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

共
有
権
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
訴
訟
の
判
決
の
効
力
は
、
後
に
提
起
さ
れ
た
持
分
権
に
も
と
づ
く
訴
訟
に
対
し
て
既
判
力
を
及
ぼ
す
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
持
分
権
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
訴
訟
の
判
決
の
効
力
も
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
共
有
権
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

づ
く
後
訴
に
対
し
て
既
判
力
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
実
体
法
に
傾
き
す
ぎ
た
解
釈
で
あ
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
訴
訟
は
基
本
的
に
は
あ
く
ま
で
実
体
法
の
実
現
と
し
て
と
ら
え
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
実
体
法
の
め
ざ

す
と
こ
ろ
を
検
討
し
、
確
定
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
紛
争
の
解
決
に
あ
た
っ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
こ
そ
が
、
訴
訟
法
の
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

な
使
命
で
あ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
54
）
　
伊
藤
乾
「
判
批
」
法
学
研
究
三
八
巻
四
号
九
二
頁
参
照
。

（
5
5
）
　
福
永
有
利
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
五
九
巻
五
号
八
〇
二
頁
以
下
、
同
「
共
同
所
有
関
係
と
必
要
的
共
同
訴
訟
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
民
事
訴
訟

　
法
の
争
点
』
（
旧
版
）
一
〇
九
頁
。

（
5
6
）
　
我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
一
一
二
七
頁
、
舟
橋
・
前
掲
注
（
2
6
）
三
七
三
頁
な
ど
。

（
5
7
）
　
新
田
敏
「
共
有
の
対
外
的
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
法
学
研
究
五
九
巻
一
二
号
一
四
三
頁
以
下
。
以
下
の
論
述
は
、
こ
の
文
献
に
負
う
と
こ

　
ろ
が
大
き
い
。

（
5
8
）
　
新
田
・
前
掲
注
（
5
7
）
一
五
八
頁
。



（
5
9
）
我
妻
・
前
掲
注
（
4
）
二
二
頁
。
物
権
的
請
求
権
の
根
拠
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。

（
6
0
）
　
た
と
え
ば
、
新
田
・
前
掲
注
（
5
7
）
一
六
三
頁
は
、
「
仮
に
広
い
共
有
地
を
数
人
の
共
有
者
が
協
議
に
よ
り
区
分
し
て
使
用
し
て
い
る
と
き
に
、

　
共
有
者
に
は
自
分
が
使
用
し
て
い
な
い
区
分
の
妨
害
排
除
の
請
求
が
許
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
の
者
の
持
分
権
に
も
と
づ
く
物
権
的
請

　
求
権
に
よ
る
と
い
う
の
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
す
る
。

　　　　　　　　　ハい馨色鍾題㊥鯉㊥磐邑
う　　　講
こな反福義両福高小小
とお対永下者永橋山山
に”・一の・宏・昇
つ単福前五関前志前r
い独永掲八係掲r掲判
てで・注二に注共注批
はの前（頁っ（有（一、二匠↓口99　hr　b．　99　（　ρ1　、1ノ，1

小
山
昇
「
判
批
」
判
例
評
論
一
六
〇
号
二
七
頁
（
判
例
時
報
六
六
四
号
一
三
三
頁
）
。

小
山
・
前
掲
注
（
6
1
）
二
七
頁
（
一
三
三
頁
）
。

高
橋
宏
志
「
共
有
の
対
外
的
主
張
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
「
民
法
の
争
点
1
』
一
四
四
頁
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
二
八
頁
。

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
二
八
頁
以
下
お
よ
び
木
川
統
一
郎
「
共
有
・
合
有
訴
訟
（
原
告
側
）
」
『
民
事
訴
訟
法
重
要
問

　
　
　
五
八
二
頁
以
下
（
成
文
堂
、
平
五
）
に
よ
る
。

福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
二
九
頁
。

反
対
、
福
永
・
前
掲
注
（
2
2
）
二
九
頁
。

な
お
、
単
独
で
の
訴
訟
追
行
が
許
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
共
同
し
て
行
な
わ
れ
た
場
合
の
訴
訟
形
態
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
紙
幅
の
関
係
か
ら
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
他
日
に
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

共同所有と共同訴訟について
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